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　はじめに
　Bonjour!Vousallezbien?こんにちは！お元気
ですか。2012年4月から2013年3月まで，フランス，
トゥールーズ・ミライユ大学にて，1年間の海外
研修中です。4月3日に出国しましたが，当初の計
画通りとはいかず，アパートは決まらず，銀行口
座も作れず，さんざんな1か月でした。不動産屋
に行けば銀行口座がないとダメと言われ，銀行に
行けば住所がないとダメといわれ，まさに「矛盾」
を実感いたしました。幸い生活環境を整えること
ができ，本来の目的である2012欧州選手権，2012
ロンドン五輪と前半の予定を順調に消化すること
ができました。以下，いくつかのテーマに分けて
報告します。
　１．欧州選手権とロンドン五輪
　１）2012年欧州選手権（写真１）
　2012年のサッカー欧州選手権は，ポーランドと
ウクライナの共同開催で，6月～ 7月に実施され
ました。幸い準々決勝ドイツ対ギリシャ，ポルト
ガル対チェコを観戦することができました。欧州
選手権の特徴は，ワールドカップの中間年にあた
り，次のワールドカップに向けての戦術とその成
熟度が試されるもので，ワールドカップより質が
高いといわれています。特にシステムにおいては
欧州選手権で採用され成果を収めたものがワール
ドカップまで主流となり，一方ではこのシステム
を打ち破る方策が今後練られていきます。
　各国共にDFを4人，FWは1人のワントップを
採用し，残りのMF5人は各国の特徴に応じた配
置でした。このMF5人が攻守において重要とな
ります。ドイツは5人が固定的で流動性には欠け，
完成度の低さが準決勝での敗退となりました。イ
ングランド，フランスも同様に思われます。ポル
トガルはクリスチアーノ・ロナウド中心のチーム
で，スペイン戦で彼が得点できなかったことが敗
因となりました。イタリアに関していえば，驚異
的な守備能力でドイツを破って決勝進出を果たし
ましたが，守備に関する危機管理の高さを感じま
した。その高い守備能力を打ち砕いたスペインの
成熟度，特にMF5人の流動性は，優勝に値する
ものでした。
　この4－5－1システムの採用に対してのトレー
ニング方法と，このシステムを打ち破る方策を研
究することが今後の課題となります。
　２）2012年ロンドン五輪（写真２）
　女子バレー日本対ロシア，女子マラソン，女子
サッカー準決勝日本対フランスを観戦することが
できました。日本国内で感じたことのない外国で
の日本という国に対するナショナリズムを実感し
ました。
　ロンドン五輪では，そのセキュリティとホスピ
タリティに驚きました。久々の欧州開催というこ
とでもあり，欧州各国からの観戦者が多いと感じ
ました。セキュリティについては当然でもありま
すが，観戦者にとっては安心感を与えるものでし
た。
　ホスピタリティに関しては，空港入国から，街
の各地いたるところに案内所やボランティアが配
置され，少しでも困っている外国人を見かけると
積極的に働きかけてくれ，ロンドンの印象を良い
ものとしていました。ボランティアも時間制のよ
うで，無理なく楽しみながら活動しているようで
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した。特に驚かされたのは，五輪のチケットを持っ
ていると市内の交通が全て無料であるという配慮
と，競技場へのアクセスの良さ，競技場での入退
場のスムーズさです。ヨーロッパの街並みは教会
を中心とした構造で，中心部には博物館，美術館
が存在していますが，それと同様にスポーツ施設
もあります。日本ではスポーツ施設は郊外という
認識ですが，このような配置にもスポーツ文化の
認知度の差を感じました。
　また，欧州には多くの国が存在しており，過去
には摩擦もありましたが，その分配慮が行き届い
ており，まだまだ日本は不足している点と思われ
ます。
　これはスポーツ施設に限ったことではないで
しょう。不便さを我慢できる日本人ですが，言い
換えれば不便さを強いる社会や地域の仕組みに
なっているのではないかと感じました。
　２．フランスにおける教育
　１）社会が育てる子供たち
　フランスにおける教育制度は，初等教育（5年），
中等教育前期（4年），中等教育後期（3年），そし
て大学となっています。大学には入学試験が無
く，中等教育後期で大学入学資格試験（バカロレ
ア）に合格すると，基本的にどこの大学にも入学
できます。ただし定員の影響は受けます。学士3
年，修士5年，博士8年で，大学の多くは国立大学
で登録料以外の授業料は無料ですが，試験に合格
しないと進級できないシステムです。別にグラン
ゼコールと呼ばれるエリート養成機関があり，社
会的地位の高い職につくにはこの養成機関を卒業
する必要があります。
　初等教育では，親は原則として子供の送り迎え
をしなければなりません。親子が朝夕と登下校す
る姿は日本では見かけない風景です。
　博物館，美術館にでかける生徒もよくみかけま
す。先生が引率し，博物館，美術館では専門の芸
術員が学年に応じて指導します（写真３）。時に
は先生が，別な時には博物館の専門家が，低学年
には「色」を聞いたり，高学年にはテーマに応じ
て探検させたりしています。スポーツにおいても
同様で，学校の校庭自体は，庭程度のものがある
だけで，スポーツ施設に出かけてプログラムを消
化します。これも専門の指導員が指導にあたりま
す。こうした状況をみると，日本の学校教育は先
生と親で囲い込み過ぎなんではないかと感じま
す。
　フランスにおいても日本と同様に国家の財政難
から教育環境にも問題が生じ，特に教員の削減は
質の低下が懸念されています。
　フランス人で感心することは，アパートですれ
違っても，お店に入るときも，バスに乗るときも
必ず挨拶するということです。別れ際ももちろん
です。
　日本ではこれがなかなかできない。たとえば学
院大の授業で学生に「スポーツから得たものは？」
という質問をしますと「挨拶ができるようになっ
た。コミュニケーションが取れるようになった。」
という回答が多くあります。「それでは，大学生
になっても挨拶ができる。コミュニケーションが
とれるようになりましたか？」の問いかけには疑
問が残ります。学校内だけで身につけたもので，
学校外では使われない教育なのでしょう。
　フランスの教育は，日本と比較すると，保護者
と先生だけでなく，社会全体で子供の教育を担っ
ている印象を受けます。教育と地域スポーツにつ
いての具体的な調査はこれからとなりますが，こ
れは興味深い現象であると思います。
　２）トゥールーズ大学
　トゥールーズ大学は，パリ大学，リヨン大学に
続くフランス第三の規模を誇る大学です。
　第1大学は社会科学（日本でいうところの語学
を除いた文系学部），第2大学は人文科学（日本で
は語学系），第3大学は理工学の3キャンパスから
成り立っています。第1大学は市の中心部，第2,3
大学は郊外ですが，地下鉄駅が隣接しており，第
2大学は中心部から10分ほど，第3大学は20分ほど
の立地状況です。
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　私は第2大学（ミライユ）の日本語学科に籍を
おいていますが，本年度の登録人数は1年生180人，
2年生80人，3年生40人，大学院生30人です。この
うち留学生は1年生30人，2年生10人前後，3年生4
～ 5人です。これは登録人数で，留年者は把握で
きません。教員はフランス人4人，日本人5人で，
非常勤教員はおらず，9人で全ての授業が行われ
ています。担当コマ数はかなり多くて非常に忙し
い毎日を送っていますが，給料は政治的影響で10
年間据え置かれています。
　国立大学は授業料が無く，科目登録料だけを払
うシステムで，国から様々な援助金もあります。
しかし一定の試験を受けることが必要なので，一
度も授業に出席せずに試験だけ登録し，受験した
ことの証明（援助金申請に必要）だけを要求する
学生もいるなど様々です。進級の及第点は20満点
中10点以上ですが，単独の科目もあり，複数の科
目で平均10点以上であるなど，進級条件が細かく
決められています。入学に比べて，進級や卒業の
ハードルはかなり高いようです。そのため，勉強
熱心な学生がいる一方で，在籍のみの学生もいる
など，学生の質は様々のようです。
　スポーツに関しては，体育センターが運用して
おり，様々なサービスを提供しています（写真４）。
研修後半の調査対象です。
　３．サッカーリーグ
　フランスのプロサッカーは，リーグ・アン（1），
リーグ・ドゥ（2）から構成され，プレミアリーグ，
リーガエスパニョーラ，ブンデスリーガ，セリエ
Aへの登竜門として有名です。
　試合は，毎週土曜日の20時のキックオフで開催
されます。地元トゥールーズFCの試合には必ず
出かけるようにしております（写真５）。観客は
夕食を食べた後に家族で映画でも見に出かけるよ
うな感覚で来場し，生活の一部なのだと痛感しま
す。スタジアムは街中にあり，22時に試合が終了
しても，30分ぐらいで自宅に戻ることができま
す。家族との時間や余暇を大事にする習慣ですの
で，週末の一コマとしてサッカーの試合があれば，
軽い夕飯で試合観戦し，その後はアルコール片手
にサッカーの話題で盛り上がります。なお，フラ
ンスではラグビーも盛んですが，トゥールーズの
チームは現在2連覇中です。
　リーグ・アンに関しては，二重国籍，選手育成，
チーム構成などJリーグと多くの違いがあります。
二重国籍に関しては，フランスとアフリカの二重
国籍者が多く，歴史的・地理的な環境から移民を
多く受け入れております。欧州選手権やオリン
ピックでも欧州各国代表選手で黒人選手を多くみ
かけたので皆さんもご存じでしょう。多重国籍を
認めていない日本人にとっては違和感があります
が，日本でも在日朝鮮，在日韓国の方は多くいらっ
しゃいますので，我々日本人も国籍に関する認識
も深くする必要があるでしょう。
　育成に関しては，選手の移籍金による貿易収支
が2005年には1200万ユーロの黒字を記録するな
ど，フランスにおいては選手育成によって実利を
得ています。プロ選手になるには，日本ではJユー
ス，高校，大学の3つの経路がありますが，これ
は世界的には特殊な例です。諸外国においてはプ
ロのユースチームからしかプロ選手になることは
ありません。
　フランスのプロリーグは4つの大きなトップ
リーグ（プレミア，リーガエスパニョーラ，ブン
デスリーガ，セリエA）に囲まれていることもあっ
て，これらへの登竜門として位置づけられていま
す。その結果，アフリカ等の能力のある選手をス
カウトし育成することが盛んになっています。一
方で，プロになれる選手は100人に1人いるかいな
いかですので，リタイアした選手のことも問題に
なっています。
　チームの構成については，トゥールーズFCを
例にとると，トップチームは22人でスタートして
います。30人近いJリーグとは構成が大きく異なっ
ています。しかしながら下部組織として，アマチュ
ア全国リーグに参加する成人のチーム，19歳以下，
17歳以下，15歳から6歳以下，そして女子と，数
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多くの予備軍を抱えて成り立っています。そのた
めにトップチームが22人でも可能なわけです。
　プロサッカー選手として活躍できる最後の関門
は19，20歳と考えられています。ボールを止めた
り蹴ったりは子供からプロまで変わりはありませ
んが，各カテゴリーでの速さ，強さは異なります。
プロとしての速さ，強さ（判断力の知的早さも含
みます）を身につけた選手のみが契約され，他は
切り落とされていきます。日本においても19歳や
20歳の選手をどうするかが今後の課題でしょう。
詳細については教養学部論集163号に投稿してお
りますのでご覧ください。
　４．地域スポーツサポートの試案
　私の専門はスポーツ科学ですが，詳しく申し上
げればスポーツ種目ではサッカー競技，スポーツ
科学ではコーチングを主としています。1990年代
でのベガルタ仙台創設，存続の危機，2002年W杯
宮城・仙台招致などの活動も行ってきました。
　スポーツコーチングが地域スポーツ貢献にとっ
て大切ですが，学生の求めるスポーツは多様であ
り，また各スポーツも多様な活動形態です。コー
チングとは一緒に遊ぶだけでなく，対象者に有益
な情報や対象者が変化したことを実感していただ
けなければなりません。具体的にどのようにアプ
ローチしていくのかという疑問が発生するわけで
す。非常に難問です。
　現在こちらで行っているのが，心拍計＋GPSを
活用して，運動量と同時に位置情報をデータ化す
ることです。図１は，私自身の朝のトレーニング
で約40分間の心拍変動です。ウォーミングアップ
～トレーニング（ジョギング）～クーリングダウ
ンの過程で心拍数の変動，消費カロリー計算，移
動距離などを数量化し，かつ移動した場所（ア
パート近くのプリエンヌ運河です）を記録するこ
とが可能です。
 
図１　心拍数とGPSによるトレーニング記録
82―　　―
　この試みは，帰国後の実習や演習関係の授業で
活用しようと模索しています。スポーツの目的
（部活動，健康志向，コミュニケーション志向な
ど）や種類の違いがあっても，適切なトレーニン
グ結果をフィードバックできるのではないかと考
えています。この方法であれば，多様な学生のニー
ズ，地域のニーズにも応えられるでしょうし，地
域構想学科の他の領域とのコラボレーションも可
能でしょう。
　５．トゥールーズでの生活
　私が滞在しているトゥールーズは，フランス南
西部の中心都市で，市民は約40万人，周辺を含め
ると100万人の人口で，フランス第5の都市です。
学生数が11万人といわれる学生の街でもありま
す。地中海側ほど温暖ではありませんが，パリに
比べると温暖で，雪も1 ～ 2回降るか降らないか
といった気候です。旧石器時代から人類が定住し
ていたという歴史のある街です。またエアバスの
工場もある「古くて新しい街」でもあります。
　街並みはレンガ造りで通称「バラ色の街」また
は特産のスミレから「スミレの街」とも呼ばれて
います。玄関口であるブラニャック空港は市中心
部から15分ほどの距離にあり，パリはもとより
ヨーロッパの各都市と結ばれています。フランス
人によれば一番住みたい街だそうです。観光都市
でもあるため，多くの外国人を見かけます。人柄
はのんびりして優しく温かい雰囲気の街です。
　写真６は，トゥールーズの中心部にあるサン・
セルナン・バジリカ大聖堂で，11世紀に建てられ
たフランス最大のロマネスク教会です。トゥー
ルーズには多くの博物館や古い教会があります。
古い教会は今も現役で，歴史の重みを感じるとと
もに，教会が密接に関わるカトリックの国だと実
感します。毎週この教会にはでかけるのですが，
観光客あり，地元の方が熱心に神と対話をしてい
たり，なかには涙を流しながら対話されている方
もみかけます。神頼みでなく，「神の御心のまま
に」とお祈りするそうです。
　私は，トゥールーズの中心部から西方向へ1km
離れたヘラクレス公園という住宅街のアパートに
住んでいます。写真７は，そのアパートの前にあ
る公園で「ペタンク」というゲームをするお爺さ
んたちです。平日の毎日16時頃に仲間が集まり，
18時ぐらいまで楽しんでいます。日本ではさしず
め朝のゲートボールでしょうか。10月末の今は日
が短くなったので，15時ぐらいに集っているよう
です。
　６．雑感
　フランス人で感心することの代表にレストラン
があります。フランス料理に限らず，注文した品々
を客の食べる進度に合わせて提供します。例えば
メインを頼んでもテーブルの全員が終わるまで次
のデザートに進みません。店員さんも働いている
というより，お客の状況に応じてタイミングよく
提供することを誇りに思っているようで，ちょっ
とした会話にも味わいがあります。オリンピック
で感じたホスピタリティ文化の違いでしょうか。
　フランスと日本の時差は8時間ですが，3月最終
日曜日から10月最終土曜日までが夏時間のため，
7時間の時差になります。夏時間の間は，夜暗く
なるのは21時半頃で，仕事が終わる17時からたっ
ぷり時間があり，個人の余暇が楽しめるようです。
でも油断しているとあっという間に24時になって
しまいます。10月末の現在は，日の出が8時過ぎ，
日の入りが19時頃です。夏時間は日本全体で導入
するのにはいろいろな意見があって厳しいでしょ
うが，大学で夏時間を設けて学生にたっぷりな夕
方をあげるのは良いアイディアかもしれません
ね。
　遺跡や教会は数多く見ました。見ることは良い
のですが，その背景，特にキリスト教に関する知
識が少ない自分を感じました。慌ててパリで購入
したキリスト教に関する本を読んでいるところで
す。美術館でも同じことです。せっかくだからと
たくさん見ていると，おなか一杯の状況になって
しまいます。なぜなら見ているだけだからです。
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エジプト遺産，ギリシャ遺産，ミロのビーナス，
モナリザ，写実派，印象派，マネ，モネ，ロダン
と次々みても，「見た」ということしか残りませ
ん。背景を知ることは理解を深めることになりま
すから，本当に大事です。大学での授業も同じこ
とかと思います。（2012年10月）
写真２　ロンドンオリンピック，バレーボール会場
のボランティア
写真３　パリ・ルーブル美術館でみかけた子供たちと先生
写真１　欧州選手権ドイツ対ギリシャの会場
（ポーランド・グダンスク）
写真４　ツールーズ第三大学のグラウンド
写真５　リーグ１トゥールーズ対ブレスト（10.27）
写真６　サン・セルナン・バジリカ大聖堂
写真７　自宅アパート前の公園でペタンクを楽しむ人々
